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p-ジクロロベンゼン
C6H4Cl2

［CAS No.106-46-7］
生殖毒性　第 3群

ヒトの症例報告や疫学研究で，p-ジクロロベンゼン
（p-DCB）の生殖毒性を明確に示した研究はみあたらな
い．動物ではいくつかの報告があるが，生殖毒性の明確
な証拠としては不十分である．

Hayes ら 1）は，New Zealand White ウサギに p-DCB 
0，100，300，800 ppm を 6 時間 / 日，妊娠 6-18 日に
吸入曝露を行ない，母動物の体重増加，肝臓と腎臓の重
量，妊娠動物数，妊娠黄体数，着床数，胎児数，吸収胚
数，胎児の性比，胎児体重，胎児の頭－臀長を測定し
た実験では，300 ppm 群で吸収胚の割合とそれを有す
る親ウサギの割合のみに統計的な有意差が認められた
が，いずれの群でも有意な催奇性や胎児毒性は認めら
れなかったと報告している．Chlorobenzene Producers 
Association2）（原著は Neeper-Bradley3）および Tyl4））
では，CD ラット雌雄各群 28 匹を用いて，p-DCB 0，
50，150，450 ppm（原著では 0，66，211，538 ppm と
記載）を 6 時間 / 日，7 日 / 週，10 週間曝露し，曝露
後 3 週間交配した．次世代への曝露は，離乳時に選抜
した F1 ラットに p-DCB を 11 週間曝露し，その後交配
した，その結果 150（211）ppm 群の雄親ラットは体重
増加の抑制，摂餌量の減少，振戦の増加，被毛の粗剛，
鼻と眼の分泌物増加が認められた．肝臓重量の有意な
増加が 150，450（211，538）ppm 群で認められた（対
照群に比して，それぞれ 16％，38％増加）．腎臓重量の
有意な増加は雌雄の親ラットで認められた．450（538）
ppm 群では出生児数が有意に減少し，F1，F2 世代とも
哺育 4 日の児動物の体重と生存数が減少した．組織学的
には F0，F1 の雌雄ラットで肝細胞腫大が有意に増加し
た．児動物に発生異常は認められなかったと報告してい
る．Giavini ら 6）は，SD ラットに p-DCB 0，250，500，
750，1,000 mg/kg を妊娠 6-15 日に強制経口投与した実
験で，500 mg/kg 以上の投与群では母ラットの体重が
抑制され，胎児重量は 1,000 mg/kg 群のみで減少した．
内臓および骨格の奇形の発生率は対照群に比して有意な
変化は認められなかったが，750，1,000 mg/kg 群では
骨格の変異が増加し，500 mg/kg 以上の投与群では過
剰肋骨の出現頻度が増加したと報告している．Ruddick
ら 5）は，SD ラットに p-DCB 0，50，100，200 mg/kg
を妊娠 6-15 日に経口投与した実験では，胎児に変化は
認められなかったと報告している．また，Hodge ら 7）

の報告では，Alderley-Park ラットに p-DCB 0，75，
200，508 ppm を妊娠 6-15 日に吸入曝露した実験で，母
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体毒性および胎児毒性は認められなかったとしている．
Bronatowiczら 8）は，SDラット雌雄各群24匹を用いて，
p-DCB 0，30，90，270 mg/kg を F0 雄は 77 日間，F0
雌は交配前 14 日間，交配期間，妊娠期間及び哺育 21 日
まで経口投与した 2 世代実験で，30 mg/kg 群では悪影
響は認められなかったが，90，270 mg/kg 群では，新
生児数の減少，死産児数の増加，哺育期の児ラットの死
亡の増加，児ラットの体重の減少，児ラットの耳介の直
立や開眼，正向反射の遅れ，270 mg/kg 群では，親ラッ
トの肝臓と腎臓の絶体および相対重量の増加，脾臓重量
の減少などの変化が認められたと報告している．

以上のように p-DCB の生殖毒性に関してヒトの症例
報告や疫学調査報告はみつからない．また，動物におい
ては，経口投与による二世代試験で母動物に毒性がみら
れない投与量で新生児数の減少や児動物の体重減少がみ
られた報告が存在するものの，吸入曝露実験で発生毒性
が認められなかったとの報告もあることなどを考慮し第
3 群とする．なお，吸入曝露による児に対する毒性をエ
ンドポイントとした NOAEL は 211 ppm とされており，
現行の許容濃度 10 ppm より高い濃度である．

許容濃度
日本産業衛生学会：10 ppm（60 mg/m3）（1998 年度）
ACGIH：TLV-TWA：10 ppm（60 mg/m3）（1997 年）
DFG：50 ppm（300 mg/m3），妊娠リスク C（1996 年）
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